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  研究の概要  

（1）　目　的
明治時代～昭和中期にかけて，西洋建築に使われる石

材が日本国内でも多く採掘されていたことはあまり知ら
れていない。実際には花崗岩・石灰岩（結晶質石灰岩を
含む）・蛇紋岩などが全国で資源探索され，採掘されて
いた。代表的な建築物は1936（昭和11）年に竣工した
国会議事堂であり，貴重な国産石材を多く見ることがで
きる。しかし，今ではそれらの採掘場のほとんどが閉山
し，建築石材として入手することは不可能となってい
る。建築物によっては記録がなく使われている石材の産
地が分からなかったり，反対に，文字の記録だけがあっ
て実際にはどのような色・柄の石材だったのかが分から
なかったりする事例が多くある。近代建築を彩った国産
石材は，日本の地質資源が近代日本の社会基盤形成に寄
与した証であり，できるだけ石材の産地・銘柄を明らか
にして記録したいと考えている。

石材産地の推定は，現在は関係者の証言や目視観察に
頼るしかなく，科学的とは言い難い。そこで，より科学
的な石材産地の同定を可能にするために，産地や銘柄が
確実に分かっている石材の標本を作成し，より科学的な
産地同定に向けて基礎的なカタログを作成（データを集
積）することが本研究の目的である。

（2）　概　要
産地や銘柄が確実に分かっている石材標本を作成する

ために，岐阜県大垣市に本社のある矢橋大理石株式会社
にご協力いただく。明治時代末期より数多くの建築石工
事を手掛けてきた矢橋大理石株式会社は，当時からの在
庫の原石をそのまま保有し品番で管理している。従っ
て，当時の建物に使われた国産石材と全く同じ材料で標

本と試料を作成することが可能である。本研究の主な内
容は，標本と試料が得られた石材について，破壊分析

（薄片の観察，化学分析など）および非破壊分析（ハン
ドヘルド型化学分析装置）を行ってどのような岩石かを
きちんとデータを取り記録することである。

現在は，研究助成期間4年間のうち2年目であり，こ
れまでに国産石材35銘柄について在庫原石があること
を特定し，スライスして板材に加工することができた

（右図）。また，破壊してもよい試料を全35銘柄の石材
について入手できたので，観察と化学分析用に加工し予
備観察を進めている。一方，近代建築物の壁などの実際
の石材を分析するためには非破壊分析のデータを集積し
ておく必要があるため，ハンドヘルド型蛍光X線分析装
置を購入し予備分析を行う予定である。

これらのデータ集積を進めカタログ化しておくことに
よって，将来的には文化財のような建築物の壁や床の石
材も科学的に石材産地を同定できるようになることが期
待できる。


